
令和５年３月２日 
国土交通省関東地方整備局 

統括防災グループ 

ルートインジャパン株式会社と災害対応に関する協定を締結 
～大規模災害時における TEC-FORCE 派遣に備えた体制強化～

 国土交通省関東地方整備局では、TEC-FORCE を派遣する際に現地の活動拠点となる宿泊
施設を確保することを目的として、ルートインジャパン株式会社とホテル業界と初となる宿
泊施設の確保等の協力に関する協定を締結しました。 

 近年、気候変動の影響により、激甚化、頻発化する自然災害や首都直下地震、南海トラフ巨大
地震等の逼迫性が指摘されています。 
このため、国土交通省関東地方整備局では、発災後いち早く TEC-FORCE（緊急災害対策派遣
隊）を被災地に派遣し、これらの大規模災害に迅速かつ確実に対応することができるようにする
ため、公募により応募のあった日本全国でホテル運営しているルートインジャパン株式会社と
「災害時に職員が利用する宿泊施設の確保等の協力に関する協定」を令和５年３月１日に締結
しました。 
 本協定の締結により、複数の被災地に同時、大規模派遣となった場合の TEC-FORCE の活動
拠点となる宿泊施設の確保体制が強化されたことで、更なる地方公共団体への支援体制が構築
されました。 
 引き続き、災害から国民の命と暮らしを守るため、関係機関等と連携を図りながら、防災力の
向上に取り組んでいきます。 
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災害時に職員が利用する宿泊施設の確保等の協力に関する協定締結
～大規模災害時におけるTEC-FORCE派遣に備えた体制強化～

国土交通省
関東地方整備局

１．協定の目的

被災状況の迅速な把握、被害の拡大防止及び被災地の早期復旧等に対する技術的支援を行うため、被災地に派遣されるTEC-FORCE（緊急災害対策派遣隊）の活

動拠点となる宿泊施設の確保を行うものです。

また、ホテルが被災地住民の一時避難場所として開放されている実情などに十分配慮したうえで、 混乱することなくTEC-FORCEが現地で確実な活動ができるように

するため、以下の項目について可能な範囲で協力を得ることとしています。

① 派遣先近隣にある宿泊施設の情報提供

（住民の一時避難場所としての状況を踏まえたうえで、提供可能な施設の名称、部屋数及び宿泊可能日数 など）

② 宿泊施設の迅速な確保

（週休日や夜間における連絡体制を構築）

※ 被災状況に応じて、１年３６５日、昼夜を問わず日本全国に派遣するTEC-FORCEの特性を踏まえた連絡体制を確保。

２．協定締結日

令和５年３月１日（水）

【協定の概要】

【TEC-FORCEの活動内容】【大規模地震におけるTEC-FORCEの動員計画】

《南海トラフ巨大地震発生時の場合》

※ 受援（中部、近畿、四国及び九州）地方整備局を支援するため、関東地方整備局からTEC-FORCEを
最大約３４０人／日を派遣します。

（「南海トラフ地震におけるTEC-FORCE活動計画」（R2.12.21 国土交通省））

《TEC-FORCE（緊急災害対策派遣隊）の活動内容》

大規模な自然災害等に際して、被災自治体が行う被災状況の迅速な

把握、被害の拡大や二次災害の防止、被災地の早期復旧等に対する

技術的支援を円滑かつ迅速に実施します。

《被災状況調査》

《緊急排水活動》 《自治体への技術的助言》

《被災状況調査》


